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次世代に展開する茶の魅力

茶学総合研究センター
中村順行

令４年2月
茶学入門

漢 三国 普 隋 唐 宋 元 明 清 中国
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緑茶

茶経 喫茶養生記 紅茶が世界
に広まる

広東語 CHA

福建語 TAY

大航海時代

1606年東インド会社

ヨーロッパへ

1773年 ボストン茶会事件

1840年 アヘン戦争

広東語 CHA

福建語 TAY

大航海時代

1606年東インド会社

ヨーロッパへ

1773年 ボストン茶会事件

1840年 アヘン戦争

ボストンティパーティ事件(1773)

アヘン戦争(1840～1842)

茶には2000年の歴史。時代とともに多様に進化してきた
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摘採は手摘みから機械摘みに変わり、著しく摘採能率を向上してきた。製造は手揉みから機
械化され、徐々に投入量を増加させるとともに最近ではコンピュータ制御による自動化に技術
革新したことで、日本独自の生産加工技術を確立し、品質の高位平準化に貢献してきた

手摘み 可搬型摘採機 乗用型摘採機

手揉み 機械揉み ＦＡ対応機械揉み

緑茶生産方法の推移
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茶種や新製品などへの変化

多用途利用
輸出向け各種
茶の製造

高品質煎茶製法の確立

高品質化

昭和初期までの輸出用各種茶の製造から昭和40年代には高度経済
成長下で茶価は上昇し、消費の拡大した国内需要向けの高品質煎茶
に急速に移行。その後、嗜好の多様化と健康志向による多用途利用
に対応した新製品開発など時代に対応した新商品の開発に貢献した

茶の飲み方は変わる

八百屋（煮物） スーパー（サラダ） コンビニ（サラダ）

ライフスタイルに対応した日本茶とは？

ライフスタイルが変われば、
必要な物も食べ方や飲み
方も変わる。

⇒対応したものと技術
が必要（販売方法も変
わる）
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その他

番茶

RTD

粉末茶

せん茶

覆い茶

茶業の推移 静岡茶市場の取扱量の推移 (静岡茶市場HPより引用)
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玉露

美味しくて簡便に飲める茶

しかし、基本的には

高級ボトリング茶粉末茶 ティバッグ

煎茶ラテ

ポスト急須も必要では

急須いらずの新規本格的緑茶
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ティーバッグも増加 （遊び心、高級化路線が重要）

日常茶飯事の茶
☆ コスト低下
☆ 簡便化
☆ 飲用水化

愉しみのお茶
☆ かわいさ
☆ 話題性
☆ 面白さ
☆ インスタ映え
☆ 高級品
☆ ブランド

消費者が必要としているお茶の提案
・妊婦さん、子供、高齢者 ⇒ 低カフェイン茶
・体脂肪の気になる方 ⇒ カテキン強化茶
・アレルギー ⇒ べにふうき緑茶 ・ストレスの気になる方 ⇒ テアニン強化茶
・肉食に合うお茶 ⇒ ・パンに合うお茶 ⇒ その他

緑茶消費の推移の概観 フレーバードティも人気

・香り
・かわいさ
・面白さ
・話題性
・多種類

店舗前には三越の高級茶葉が売られてい
るが、若い女性がひっきりなしに訪れ、可愛
いとのことで数種類のお茶を購入する
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高級茶の飲用の場を広げよう

～ボトルティは面白い～

☆最高の旨味抽出が可能
☆誰でもが同じ味で出せる
☆演出が可能
☆付加価値向上

21,600円/100g

10,800円/100g

324,000円

10,800円/100g

高～～い

お茶もある

高価格茶の要因

・物語性があること

・こだわりのお茶であること

・数量が少ないこと

・品質的にも上級であること

・販売店の格

高価格茶の戦略

・販売店の格づくり

・他の商品価格の上昇

若い女性や高齢者は睡眠阻害、妊娠時には乳児への影響を
避けるため、茶の飲用を遠慮する人が多い

特定需要者向け茶も増加

最近では、様々な低カフェイン茶が販売されるようになってきました

H.Pより引用 茶関係の機能性表示食品も増加 (各メーカーHPより引用)

微生物発酵茶も増加

日本の後発酵茶
(宮川編）さんえ
い出版より

H.Pより引用

香味豊かなで新たな機能性をもつ
後発酵茶も増加

今年大流
行、生産
追い付ず

１１年振りに復活
浜松市胡桃平

食べるお茶も関心事
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茶の新需要の事例
表 茶の新需要の事例  

区 分  需 要 分 野 と 応 用 例  

茶 と し て 利

用  

水出し茶、各種発酵茶、新香味茶、ギャバロン茶、低カフェ
イン茶、濃縮茶、混合茶 など  

飲用・形態を

変えて利用  

ドリンク茶、ティバッグ、インスタントティ、粉末茶、微粉
末茶 (食用、即席飲用、酒割用 )、カード茶、錠剤茶、カプセ
ル茶、茶ワイン、緑茶酒、スポーツ飲料、カテキン粉末など  

食品・食用と

して利用  

☆ 形態を変えてそのまま食用として利用  
☆ 食品素材として利用  

「素材」「食品」「菓子類」「その他」健康補助食品  

飲 食 料 以 外

に利用  

☆ 衣料用など  
☆ 医療用  
☆ 化粧品、石鹸用など  
☆ 消臭剤、脱臭剤など  
☆ 日用品など  
☆ 建材、家具、家電用品など  
☆ 家畜、ペット用品  
☆ 植物活性用  
☆ その他  

 茶は飲用だけでなく、食品素材として、さらには機能性成分を活かした
様々な飲食料以外にも利用され、新しいビジネスを創造している

これからのお茶は？

要因 １ (人口の減少)

・人口の減少 ⇒ 消費者の自然減

・高齢者層の増加 ⇒ 淡白化、健康意識化、低カフェイン

・アフリカ、アジア人口の急増 ⇒ 消費量の増大

要因 ２ (世帯も少人数化)

☆大型(大量)から小型化(少量)に
☆単身世帯も増加 個食化

要因 ３ (共働きの増加)

☆ ゆっくりと食事を創る時間の減少
☆ 惣菜、外食文化 通販、ネットショップの増加

社会構造の変化
Keyword；グローバル化、高度情報

通信社会、少子高齢化、サービス

産業社会化、人口減少

需要・供給構造の変化
Keyword；自然健康志向、価値観・

生活様式の多様化、女性の社会

進出化、

環境保全の強化
keyword；温暖化、低炭素社会化、

自然循環機能重視型

茶業の今後の展開を考える上での重要要因

消費者の減少、ス
トレス社会、情報
化社会

多様化社会、小世
帯化社会、惣菜社
会、健康願望社会

省エネルギー、自
然保護社会

来るべき社会は？ SNS映えする観光スポットを探そう
•TOP＞

•地図から探す＞

•静岡県のおしゃれなインスタ映えスポット

静岡県のおしゃれなインスタ映えスポット
静岡県は、お茶とみかんで有名な県です。「富士山」や「美
保の松原」「韮山反射炉」の世界遺産があり、多くの観光客
が訪れる観光スポットになっています。
今回はあらゆる静岡県のおしゃれなSNS映えスポットを全て

まとめました。ココだけ見ておけばもうインスタ映えスポッ
トを見逃すことはありません。

静岡県の観光スポット
定番スポット、珍スポット、おしゃれスポット

オスカルの旅する
急須(キューチャン)

抹茶アート

情報発信
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グリーンティーリズムは伸びる 憩いの場を 縁側カフェから

トピックス

～COVID19情報 あれこれ～

日本における感染者数と死亡者数の推移

世界における感染者数の推移

Covid-19の継時的変化

https://www.nikkei.com/article/DGXZQOUC212PC0R21C21
A2000000/

免疫逃避に関わるとされる
「E484A (K)」、ウイルスがヒ

トの細胞に侵入しやすくなる
「N501Y」「H655Y」「P681H 
(R)」などこれまでの研究で要
注意とされてきた変異が集積

オミクロン型では、ヒト細胞表
面のタンパク質と直接結合す
る「受容体結合領域」という場
所に大量の変異が集まって
いる。受容体結合領域の形
状はウイルスが細胞へ侵入
する際の成功率に直結する。
しかも多くの抗体がここを標
的としているため、免疫にも
影響する。受容体結合領域に
蓄積した大量の変異は、ヒト
の体内でより増えやすく、そし
て集団全体で感染をより広げ
やすいよう、ウイルスの変異
と選択が繰り返されてきたこ
とを意味している。

Covid-19の代表的変異株の特性

https://www.soujinkai.or.jp/himawariNaiHifu/covid19-omicron-
variant/

変異株別の感染者数の増加割合の特徴
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茶カテキンによる上気道感染予防効果 茶カテキンによるインフルエンザウイルス感染阻害

茶カテキンによるインフルエンザウイルス感染阻害

茶学術研究会と静岡県茶業会議所の共催
WEBセミナー
講師：静岡県立大学 鈴木 隆 先生
新興ウイルスの脅威と茶の効果について 前半
https://youtu.be/frOd-V0Vjro
新興ウイルスの脅威と茶の効果について 後半
https://youtu.be/EEbtT58z71Q

配信期間：2021年11月15日～

お茶の抗ウイルス性とストレス緩和
～with／afterコロナ時代を生きる

お茶によるコロナウイルスに対しては？
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松浦氏の講演内容

京都府立医科大学 松田先生の講演から

40

数少ない臨床研究

• 被験者：10名（男性：3、女性7）、27～74歳

投与前、PCR陽性 (発熱、味覚・嗅覚消失、呼吸器または胃腸症状)

• 用量及び投与方法
◎ 呼吸マスクを用いた噴霧：0.3%ThE溶液5ml、1日2回、最長15日間

総カテキン：27mg/日、EGCG:19mg/日

◎ 経口投与：3cps（ThE300mg*3)/日、最長15日間

総カテキン：813mg/日、EGCG：576mg/日

ECGC総投与量
595mg/日

• すべての患者が完全に回復 （投与開始15日後）

回復までの日数： 中央値 9日 (範囲 7〜15日)
イタリア レッジョ・エミリア州の陽性から陰性になるまでの期間は31日


